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図1.23 全波整流回路の回路図	
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(b) ダイオードにより整流された電圧voの波形	


図1.25 全波整流回路の電圧波形	
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２章　平滑回路	
 



図2.5 コンデンサによる平滑回路を持つ全波整流回路の回路図	
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図2.5 コンデンサによる平滑回路を持つ全波整流回路の回路図	
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図2.2 コンデンサによる平滑回路の立体配線図	


図2.1 コンデンサによる平滑回路の例	
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図2.2 コンデンサによる平滑回路の立体配線図	
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図2.1 コンデンサによる平滑回路の例	
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図2.6 コンデンサによる平滑回路を持つ全波整流回路の動作モード	


(c) ダイオード非導通時	
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(a)  ダイオードD1導通時	
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(b) ダイオードD2導通時	

　　(-v2>vo , -v2> v1) 

＋	


－	


－	
＋	


＋	
－	


v1 

v2 

RL 

 p.16	




図2.6 コンデンサによる平滑回路を持つ全波整流回路の動作モード	
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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図2.8 コンデンサ電圧・入力電流	
 
　　　（実験結果）	
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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図2.8 コンデンサ電圧・入力電流	
 
　　　（実験結果）	
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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図2.8 コンデンサ電圧・入力電流	
 
　　　（実験結果）	
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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図2.8 コンデンサ電圧・入力電流	
 
　　　（実験結果）	
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 (2.10) 

[sec] :時定数 CRL
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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(b) ダイオード非導通時	
 

図2.9 整流回路の等価回路	
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図2.7 コンデンサインプット型整流回路の波形例	
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Step2  製作課題　平滑回路 
 
以下の全波整流回路に平滑回路を設けよ．ただし，コンデンサはプッシュス
イッチにより入り切りができるようにせよ．また，コンデンサと抵抗RLからな
る平滑回路の時定数が	
 約0.24[sec]程度となるように，コンデンサの静電容量と
抵抗RLの抵抗値を決定せよ．プッシュスイッチの入り切りによる平滑回路の効
果をTAに説明せよ． 
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Step2  レポート課題(1) 
 
図は整流回路においてダイオード非導通時における出力電圧voの波形例を示
す．t = 0にて非導通状態になったとする．t = 0におけるvoの接線は	
 t = RLCに
てvo = 0となることを示せ．	
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Step2  レポート課題(2) 
 
図は抵抗RとインダクタンスLの直列回路である．以下の問いに答えよ． 
(a) スイッチSW1, SW2がオフであったとする．時刻t = 0 にてスイッチSW1をオ
ンとしたとき，t > 0 におけるこの回路の微分方程式を示せ． 
(b) t = 0にてi = 0 として，微分方程式を解き，t 　 0 における電流	
 i を求めよ． 
(c) t = 10 L/R にてスイッチSW1をオフ，SW2をオンに切り替えたとき， t    10 
L/R におけるこの回路の微分方程式を示せ． 
(d) 電流	
 i の波形を描け．	
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